
【背景】
Information and Communication Technology（ICT）を
用いた遠隔医療サービスのTelephone Nursing（電話看
護、以下TN）は、我が国の子ども医療において、子どもの
急病や育児に対応する小児科クリニックや子ども医療電話
相談事業（＃8000）で活用され、適切なトリアージとアドバ
イスにより適切な医療受診とホームケアができる保護者の
養育スキル向上への支援、虐待予防の支援として重要視さ
れている。TNに必要とされる能力は、多岐にわたるが統一
した見解はなく、明確な教育プログラムもなく、従事する看
護師の育成は個々の施設や事業所に委ねられている。本
研究は子ども医療に従事する看護師が認識するTNに必要
な相談能力を明確にすることを目的に実施した。
研究方法：A都道府県の子ども医療電話相談事業（#8000）
に従事する看護師と小児科クリニックに勤務する看護師11
名を対象にFocus Group Interview（以下FGI）を行った。
FGIの内容から逐語録を作成し、TNに必要な相談能力に
視点を置き文脈に留意し意味内容ごとに切片化し、類似性
に従って分類しカテゴリーを創出した。
【倫理的配慮】
A大学大学院看護学研究科研究倫理委員会の承認を得て
実施した。
【結果】
A都道府県の子ども医療電話相談事業（＃8000）に従事
する看護師8名とA都道府県で小児科を標榜する医療機関
の看護師3名にFGIを実施した。研究対象者11名の電話
相談の経験平均年数は8.27年であった。子ども医療に従
事する看護師が認識するTNに必要な相談能力として【子
どもの状態を捉えるための情報収集能力】【相談者との関
係を構築していく能力】【相談者のニーズを的確に捉える
能力】【適切な情報提供のための能力】【相談者の子ども
を看る力を培うための能力】【専門性の開発能力】の7つの
カテゴリー、43のサブカテゴリーが創出された。
【考察】
子ども医療におけるTNでは、様々な発達段階の子どもに
対する専門的な知識を有し、突発的な子どもの状態の変
化に不安をもつ養育者のニーズを捉え、養育者自身が自己
決定し問題解決できるようアプローチする能力が求められ
ている。さらに自身の看護実践能力を向上し、ケアの受け
手や社会に提供・還元していくこと、看護の専門性の強化
と看護実践の質の改善を認識していた。
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【目的】
2020年7月に発生した熊本豪雨災害は、新型コロナウイル
ス（以下、コロナ）流行下であったことから複合災害ともい
え、被災者の心身の健康状態へ及ぼす影響はより大きい
と考えられる。災害による影響は大人だけでなく子どもに
も及び、特に乳幼児は就学児よりも精神的症状を発症しや
すいことが報告されている。本研究の目的は、熊本豪雨災
害から3年が経過した時点の母親と幼児のメンタルヘルス
の実態と関連要因を明らかにすることである。
【方法】
2023年10～11月、被害が大きかった2市町村の保育施設
に通園している3～6歳児の母親629名を対象に、無記名
Web・郵送併用質問調査を行った。調査内容は、属性、災
害による影響とメンタルヘルスの実態、育児に関するソー
シャルサポート、幼児の心身のストレス症状などである。メ
ンタルヘルスの実態および幼児の心身のストレス症状につ
いて、t検定、カイ二乗検定、多重ロジスティック回帰分析
を行った。本研究は本学倫理審査委員会の承認（承認番
号23021）を得て実施した。
【結果】
有効回答は241部（38 . 3%）であり、住宅被災ありは
28.7%、うつ・不安症状ありは16.4%、PTSDありは10.1%、
不眠症ありは35.0%であった。住宅が被災した幼児はそう
でない児に比べ、食欲がない、一人でトイレに行けない・寝
られない、気になることがある児が多い傾向にあり、豪雨
の話を繰り返す・嫌がる、自分でできることもやってもらい
たがる児が多かった。多重ロジスティック回帰分析の結果、
母親のうつ・不安症状には災害時の避難、居住満足度、コ
ロナによる経済的影響、年代が関連し、PTSDには災害に
よる経済的影響、居住満足度、住宅被災、不眠症には災
害による経済的影響、居住満足度が関連していた。子ども
のストレス症状には、母親のうつ・不安症状やPTSD、不
眠症、地縁活動の参加などが関連していた。
【結論】
災害から3年が経過した復興期に相当するが、災害による
母子のメンタルヘルスへの影響は続いていること、子ども
の健全な成長発達のためには母親のメンタルヘルスの改
善およびソーシャルキャピタルの維持・向上が重要な要素
であることが明らかとなった。
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【目的】
増田（2018）は、双方向を重視した絵本の読み合わせや音
楽を対象者が見聴きすることにより副交感神経が優位とな
りストレス緩和に繋がるとした。この体験は肢体不自由児も
同様であると考えた。本研究では、増田が開発した絵本と
音楽のコラボレーションに肢体不自由児と共に参加した保
護者を対象に、心理リハビリテーションの一つとする絵本
と音楽の臨床心理学的アプローチの実態を明らかにする。
【方法】
2017年～2023年の計6回、A協会主催の絵本と音楽のコラ
ボレーションに肢体不自由児と参加した保護者に自由記
述式質問紙調査を行った。分析方法は質的帰納的な内容
分析を行った。本研究は、絵本と音楽のコラボレーション
参加者および協会に対して不利益や参加者個人が特定さ
れないことを説明し、学会発表等の公表について承諾を
得た。利益相反に関する開示事項はない。
【結果】
肢体不自由児者の保護者44名の自由記述データを分析対
象とした。記述内容を切片化したラベルの総数は92、分類
されたカテゴリー数は9、サブカテゴリーは26であった。カ
テゴリーは【絵本の読み方の発見】【読み合わせと歌い合
わせの心温まる素敵な体験】【癒され心地よい】【自分を認
め頑張りすぎないことへの気づき】【絵本は生きる力を与え
てくれる】【心の中のイメージが広がる】【全員で楽しくイベ
ントに参加】【子どもとの大切な時間の共有】【心の奥に届
く読み聞かせを続けていきたい】の9つが生成された。絵
本に触れる新たな面白さを捉え、音楽と一緒に絵本を読み
合わせることで心身の緊張がほぐれ、日々の頑張りを認め
心地よいと実感していた。また、生きる力や心を育てる大切
さを捉えていた。〔頑張りすぎず生活を大切にしたい〕など
から日常の子育てや介護を振り返る機会となっていた。
【考察】
参加者は絵本と音楽の臨床心理学的なアプローチによりマ
インドフルな状態へと促され、自分を認めること、無理をし
ない新しい生き方を発見すること、心身のストレスが軽減さ
れること、豊かな社会情動的な心を育むことにつながるこ
とが明らかになった。一方で、肢体不自由児を日常的に子
育てや介護する保護者への支援のあり方を検討すること
が課題とされ、保護者の実態把握の必要性が示唆された。
文献
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【背景・目的】
ペアレント・トレーニング（以下、ペアトレ）とは、グループ
ワークやロールプレイ等を通して保護者や養育者が子ども
との関わり方を学ぶプログラムである。令和6年4月から一
部改正された児童福祉法にて親子関係形成支援事業が新
設され、ペアトレは支援の一例として注目されている。一貫
性のある子育て支援を行っていくために、保育現場におい
ても保育士・保育補助者がペアトレを理解することが求め
られる。今回、単施設の保育士・保育補助者を対象とした
ペアトレ研修で得られたアンケート調査情報をもとに、研
修による子どもへの関わり方を調べた。
【方法】
2023年6月に2日間にわたって単施設でペアトレ研修が実
施された。研修はSomLicオリジナルペアレント・トレー
ニングに基づいて行われた。アンケート調査は研修前、
研修後、研修3か月後に実施した。子どもへの関わり方に
ついての質問に4件法で回答を得てスコア化し、研修で
扱った内容10項目それぞれと総スコア(10～40点)の平均
値の変化を比較した。また、研修の感想について自由記
載で回答を得た。さらに、保育で役立つと感じた研修内
容について順位付けで回答を得て、1位3点、2位2点、3位
1点とし評価した。
【結果】
研修には18人(保育士7人、保育補助者8人、その他3人)が
参加した。アンケートへの回答は、研修前 15人、研修後 13
人、研修3か月後 11人から得られた。ペアトレについて聞
いたこと／学んだことがない者は15人中11人、保護者支援
に「やや自信がない」「自信がない」と答えた者は15人中12
人であった。総スコアの平均値は研修前 30.6点、研修後 
32.5点、研修3か月後 31.5点と推移し、子どもへの関わり方
や子どもの反応に変化があったと答えた者は11人中9人で
あった。最もスコアが改善した項目は「感情的な表現を使
わずに、教えることができる」研修前2.9 点、研修3か月後 
3.4点であった。また、研修の内容として「ほめ方のステッ
プ」「困った行動への対応」「わかりやすく伝える」の順に
保育現場で役立つと感じていた。
【考察・結論】
保育士・保育補助者にペアトレを行うことで子どもへの関
わり方に変化がみられた。ペアトレは保育現場でも有用で
ある可能性が示唆された。
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